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「たすけあう今　つながる未来」
ACT30周年記念イベントを開催しました！
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P3
みんなのアビリティ共済！ 行ってきました！「あったか小平」
教えて！介護のコツ「腰かけた状態から車いすへ移る時の介護」

P6
ACTコミュニティ活動応援基金 助成団体が決定しました！

理事会だより「初心を大事に」
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政策提案委員会より　「子育て支援フォーラムに参加して」
社会保障を考える 「不確実性の時代の社会保障」

P8
「フラワーアレンジメントでおしゃべりカフェ」

3人でGo!!

特集 P4-5

こたつ生活介護
高齢者の住まい選びをサポートする社会福祉不動産事業

お祝いメッセージより



再会に歓喜の輪！
「たすけあう今　つながる未来」
ACT30周年記念イベント 於：武蔵野スイングホール

　2月12日、総勢92名の
会員の方が集い、記念イベ
ントが賑やかに行なわれま
した。コロナ禍で会えな
かった日々を吹き飛ばすよ
うに、久しぶりの再会に話
が尽きない様子でした。い
きいきサークルやまちの縁

がわ、地域ACTなどの団体有志による活動展示も
会場を活気づけていました。
　第1部は、公開講座や研修講師の内山節先生、
森田明美先生、末安民生先生からのビデオメッ
セージと、「写真で振り返るACTの30年」の映像
に続き、生活クラブ連合会顧問、伊藤由理子さん
の基調講演がありました。
　伊藤さんのお話は、30年前に生活クラブのたす
けあい・地域福祉の取り組みからACTが誕生し
た経緯、日本の福祉をめぐる状況や課題など幅広
いものでした。各団体が連携して政策提案してい
く上で、ACTの役割は大きいと改めて確認し、こ
れからのACTを考えるヒントをいただきました。
　第2部パネルディスカッション「なかまで支え
合う地域のくらし」は、伊藤由理子さんのコーディ
ネートで、5人のパネリストがACTとの出会いや
日頃の活動を交えた自己紹介からスタートし、こ
れからのACTに寄せる思いなどを共有しました。
　「生活クラブの活動から生活者ネットワークや
たすけあいワーカーズももの設立に携わり、もう
何かを立ち上げることはないと思っていたが、2年
前に江戸川ACTの設立に関わった。誰のためで
もない自分の為に取り組んできたのかなと思う」

と江戸川ACTの弟子丸すみえさん。ACTの政策
提案に関わってきた、たすけあいワーカーズほっと
わぁくの関本ユウ子さんは、「利用者の支援を変
わらず続けることの大切さ、難しさを痛感した経
験を基に、国に現場の声を届ける政策提案活動は
貴重で、今後も重要だ」と話されました。ACT・
人とまちづくりきた支援ケアマネジャーの田中淳
一さんは、「入職時に受けたACTの説明は解らな
いことが多く、利用者に理解してもらうのも難し
い。細かいことも合議制なのは面倒」という本音
も。「現場感覚や問題意識を持った事業活動が大
事だ」と力強く結びました。
　長くアビリティ共済に関わってきた江口愛子さ
んは、「保険業法の改正で自主共済が続けられな
くなり、日本で唯一 NPO法人で少額短期保険を
やると決めてから、いくつもの壁が待ち受けてい
た」という苦労話とともに、「会員の“もしも”の
ときに頼りになり、元気なうちは自分の配当金寄
付がみんなの地域活動に使われるのは大歓迎」と
アピール。ACT会員の上條さと子さんは、「若い
人にACT運動を伝えるには大旗を振る人が必要。
わかりやすい言葉で伝えることも大事。共済の剰
余金で会員活動や事業が支えられていることを
もっとアピールしよう」と熱のこもった発言があり
ました。会員みんなで、これからのACTをつくっ
ていきましょう。

展示コーナーは素敵な手づくり品が
沢山並び、どこも大盛況でした

こちらからビデオメッセージが
視聴できます

◀

基調講演の
伊藤由理子さん

たかし

2
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教えて！介護のコツ　

みんなの
アビリティ共済！

その13

アビリティ共済「小さなお茶会」参加者の声です

行ってきました！
「あったか小平」（小平ACT）

小さなお茶会を開きませんか？サークル活動やお仲間の集まりにアビリティ共
済の募集人が伺い、わかりやすく説明します。時間は30分～1時間程度です。
茶菓代1人300円の補助があります（リアル開催で10人位まで）。
事前に共済事務局までお申し込みください。

腰かけた状態（座位）から、車いすへ移る時の介護
＊利用者の状態は、腰かけはできるが介助が無ければ、車いすに移動できない方

第 6回

　車いすは、座面を開いてベッドに並行に横付け
し、ブレーキをかけておきます。利用者の体調を
観察し、気分などを聞き取ります。
　利用者は、ベッドに浅く腰かけます。一人で座
る位置を変えられない場合は、介護者が支えて利
用者は前傾姿勢になり、片側の臀部に重心を載せ
ます。浮いた側の腰を前方に引き反対側も同様に
行い移動します。
　利用者は車いす側の足をできるだけ車いすに近
づけ、反対側の足は立ち上がりやすいよう後ろに
引いておきます。次に、介護者は利用者の横に立
ちます。利用者は、腰をかがめた介護者の肩に両
手を回し前傾姿勢になり、介護者は、両手で利用
者の腰骨を支えます。（この時、利用者の体をつ

かむことがないよう、介護者は指先に力を入れず
手のひらで支えます）
　介護者は、移動する方向に片足を向けて両脚を
広げ、台形の安定した姿勢で、利用者と共に車い
すの方に向きを変え座らせます。
　座面に座ったら、身体との隙間や体幹のよじれ
が無いか観察し、座り良く修正します。めまいや
気分の状況を利用者に聞きます。

ACT在宅介護研究会
介護の悩みやご相談はこちらまでご連絡ください。
ACT事務局
03-5302-0393

アビリティ共済のことを
ちゃんと聞いてみたいとい
う声があり、小平ACTでも
お茶会をやってみる事にし
ました。

日本全国でも加入できる事に
驚きました。
＊全国どこでも賛助会員になり
加入できます。15才～ 84才

まだACT会員ではないので
すが、ACTの活動全体につ
いても伺い、加入を考えた
いと思いました。

保険に入りたくて考えていまし
た。ちょうど説明を聞いてみ
たいと思っていました。

家事援助が20万円分もついて
いる「ワーカーズ・ケア」いい
ですね！

共済動画配信中

動画で視聴できます

　TEL 03-5302-0391
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左から松田朗さん、大江尚之さん

　「あたり前に自分らしく暮らし続けたい、そんな
あなたと家族を応援します。」こたつ生活介護が掲
げている理念です。立川・昭島・武蔵村山で地域
に根差し、個別ケアにこだわったデイサービスと
ケアマネ事業所を開設し、さらに高齢者の住まい
選びをサポートする社会福祉不動産事業『高齢者住
まい相談室こたつ』を運営しています。居住支援法
人として、立川市の居住支援協議会の会員でもあ
ります。
　代表の大江尚之さんと、住まい相談室室長の松
田朗さんにお話しを伺いました。
　大江さんはもともと大人数の老人ホームに勤務
していましたが、「介護は人がすべて。顔が見える
関係づくりを大切にし、じっくり寄り添うことが
できる在宅介護事業を始めたい」との思いから独
立、少人数のデイサービスを始めました。今は
4ヶ所に増えて、どこもこたつのような温かい、
顔の見える関係を大事にしています。

難しいといわれている居住支援を行なう、こたつ生活介護を訪ねました。

　最初のデイサービスの物件を探していたときに
出会ったのが、地域の不動産店で働いていた松田
さんでした。自治会長をしていて人脈も広く地域
事情に精通しており、頼りになる存在でした。ま
た高齢者住まいアドバイザーの資格も取得してい
ます。大江さんが「こたつ」でこれまで行なってい
た利用者さんの施設・住宅への入居の支援や、地
域福祉の理念に共感した松田さんが、社会福祉と
不動産事業をドッキングさせました。デイサービ
スでは相談や地域の情報もあり、2人のコラボで
居住支援事業が始まりました。

＊　＊　＊
　孤独死やごみ屋敷などの不安が多い高齢者は、
アパートを借りようとしても大体断られてしまい
ます。しかしよく考えると生活保護や年金は安定
収入で、家賃の滞納が防げます。一度入居すると
10年はほとんど引っ越しをしないそうで、2年ご
との更新はあるものの、その間は安定収入となり
ます。不動産店にとっても高齢者に貸すことは、
リスクよりメリットの方が大きいとわかります。

＊　＊　＊
　居住支援は入居前の相談が重要です。入居者だ
けでなく、家主さんの不安を取り除くことも大事
な視点です。相談は大抵、住まいのことだけに困っ
ているのではなく、生活に関する支援が必要な場

合が多いそうです。困りごとを丁寧に聞き、家族
の代わりになることを考えて手配し、地域の連携
で対応出来ることを不動産店に伝えます。今や立
川市居住支援協議会が発足し、不動産協力店も16
軒に増えました。

　居住支援は、入居前の住まい探しだけでなく、
引っ越しや入居してからの見守りや配食サービ
ス、介護などその人にあった生活支援のコーディ
ネートも行ないます。「こたつ」では安否確認や相
談、点灯の異常をメールで知らせる「ハローライト」
(電球)を活用した、見守りサービスなど工夫をし
ています。市からも信頼を受け、現在は相談事業
を委託されています。

　「こたつ」の素晴らしいところは、地域に何があ
るかを熟知していることです。ACTの提携事業で
ある片付けの「わだち えっさほいさ」や「よって屋」
とも連携して、地域のネットワークと地域資源を
フルに活用した支援を行なっています。

＊　＊　＊
　現在、居住支援法人は都内に50あり、居住支援
に理解のある不動産店も少しずつ増えてきていま
す。23区でも高齢者だけでなく、DV被がい者や
母子世帯などにも対応した物件をもつ不動産店も
あります。
　ACTはつながるケアやたすけあいワーカーズ
で、高齢者の住まいの状況などを把握することが
できます。将来、ACTのネットワークを生かしな
がら、「こたつ」の行なっている支援につなげるこ
とができるのではないか、と思いました。

こたつ生活介護
高齢者の住まい選びをサポートする社会福祉不動産事業

発端は二人の出会いから

なお

あきら

ゆき
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あたたかい雰囲気のホームページ
▲

▲

ホームページ内にある
「入居前の居住支援サービス」

についての内容

　「あたり前に自分らしく暮らし続けたい、そんな
あなたと家族を応援します。」こたつ生活介護が掲
げている理念です。立川・昭島・武蔵村山で地域
に根差し、個別ケアにこだわったデイサービスと
ケアマネ事業所を開設し、さらに高齢者の住まい
選びをサポートする社会福祉不動産事業『高齢者住
まい相談室こたつ』を運営しています。居住支援法
人として、立川市の居住支援協議会の会員でもあ
ります。
　代表の大江尚之さんと、住まい相談室室長の松
田朗さんにお話しを伺いました。
　大江さんはもともと大人数の老人ホームに勤務
していましたが、「介護は人がすべて。顔が見える
関係づくりを大切にし、じっくり寄り添うことが
できる在宅介護事業を始めたい」との思いから独
立、少人数のデイサービスを始めました。今は
4ヶ所に増えて、どこもこたつのような温かい、
顔の見える関係を大事にしています。

株式会社 こたつ生活介護
〒190-0033
東京都立川市一番町6-29-8
TEL 042-519-8388
https://www.kotatsu.co.jp

　最初のデイサービスの物件を探していたときに
出会ったのが、地域の不動産店で働いていた松田
さんでした。自治会長をしていて人脈も広く地域
事情に精通しており、頼りになる存在でした。ま
た高齢者住まいアドバイザーの資格も取得してい
ます。大江さんが「こたつ」でこれまで行なってい
た利用者さんの施設・住宅への入居の支援や、地
域福祉の理念に共感した松田さんが、社会福祉と
不動産事業をドッキングさせました。デイサービ
スでは相談や地域の情報もあり、2人のコラボで
居住支援事業が始まりました。

＊　＊　＊
　孤独死やごみ屋敷などの不安が多い高齢者は、
アパートを借りようとしても大体断られてしまい
ます。しかしよく考えると生活保護や年金は安定
収入で、家賃の滞納が防げます。一度入居すると
10年はほとんど引っ越しをしないそうで、2年ご
との更新はあるものの、その間は安定収入となり
ます。不動産店にとっても高齢者に貸すことは、
リスクよりメリットの方が大きいとわかります。

＊　＊　＊
　居住支援は入居前の相談が重要です。入居者だ
けでなく、家主さんの不安を取り除くことも大事
な視点です。相談は大抵、住まいのことだけに困っ
ているのではなく、生活に関する支援が必要な場

合が多いそうです。困りごとを丁寧に聞き、家族
の代わりになることを考えて手配し、地域の連携
で対応出来ることを不動産店に伝えます。今や立
川市居住支援協議会が発足し、不動産協力店も16
軒に増えました。

　居住支援は、入居前の住まい探しだけでなく、
引っ越しや入居してからの見守りや配食サービ
ス、介護などその人にあった生活支援のコーディ
ネートも行ないます。「こたつ」では安否確認や相
談、点灯の異常をメールで知らせる「ハローライト」
(電球)を活用した、見守りサービスなど工夫をし
ています。市からも信頼を受け、現在は相談事業
を委託されています。

　「こたつ」の素晴らしいところは、地域に何があ
るかを熟知していることです。ACTの提携事業で
ある片付けの「わだち えっさほいさ」や「よって屋」
とも連携して、地域のネットワークと地域資源を
フルに活用した支援を行なっています。

＊　＊　＊
　現在、居住支援法人は都内に50あり、居住支援
に理解のある不動産店も少しずつ増えてきていま
す。23区でも高齢者だけでなく、DV被がい者や
母子世帯などにも対応した物件をもつ不動産店も
あります。
　ACTはつながるケアやたすけあいワーカーズ
で、高齢者の住まいの状況などを把握することが
できます。将来、ACTのネットワークを生かしな
がら、「こたつ」の行なっている支援につなげるこ
とができるのではないか、と思いました。

ネットワークと地域資源を
生かした支援



ACTコミュニティ活動応援基金

　2022年度は会員数、アビリティ共済の契約件
数の減少を抑え、もっとたくさんの方にACTの
魅力を伝えて仲間を増やしたいという気持ちで夢
中で走ってきたように思います。計画数の達成に
は及びませんでしたが、退会数を抑え、新しい仲
間が増えたと実感しています。

　2023年度がスタートしました。今年度は初心
回帰、私たちが30年前に何を目指してきたのか、
まだ知らない多くの方に知っていただきたいと思
っています。私たちは自分の住んでいる地域で、
自分らしく暮らし続けられることをかなえるため
に、ACT運動グループ全体で取り組んでいます。
そのために、まずは人と人をつなげていくことが
一番大事なことだと考えています。小さなつなが
りを増やし、大きな安心をつくりましょう。

初心を大事に

理事会だより
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団体名

活動事業名

活動内容

助成額

団体名

活動事業名

活動内容

助成額

団体名

活動事業名

活動内容

助成額

NPO・ACT田無たすけあいワーカーズそよかぜ

まちの縁がわそよかぜ（仮）

たすけあいワーカーズからまちの縁がわへ移行。
今まで培ってきた経験を活かし、生活クラブの
地域協議会とも連携する。大きなテーブルを囲
んで、居心地のよい居場所をつくりたい。

280,000円（備品類）

にわのいえ もとまち

地域の居場所「にわには」の開設

国分寺地域協議会の市民版地域福祉計画として
の居場所づくり。120坪築70年の空き家の提供
を受け、庭を活用しながらさまざまなプログラ
ムを実施していく。

500,000円（エアコン5台取付工事）

NPO・ACT江戸川たすけあいワーカーズもも

みんなの居場所「ももも」

ももの親子ひろばとカフェを活用し、区の助産
師会と協力して、居場所をつくる。ひとり親や
低年齢での出産、外国にルーツがある人などの
相談の場や、お弁当の提供も考えている。

164,837円（家賃・人件費他）

＜助成期間＞
2023年4月～2024年3月

助成団体が決定しました！



連載

コラム

　連載最終回は、社会保障を構想する作法に
ついて書きたいと思います。
　いま人々の選択の自由が増えているからこ
そ、持続的な他者に対する支援、生活の保障
が難しい時代になっています。このような中
求められるのは、まず自分の将来の利益は他
人の利益によっても影響を受けることを自覚
し、どのように自己の利益と他者の利益が相
互に影響を与え合うのか、想像していくこと
です（Barbalet.J,2012）。2 点目は、以上を
考える道具として、社会保障だけではなく、
人間・社会に対する見方である社会科学・人
文科学に関する基本的な概念を勉強していく

ことも大切です。一方で、自身の想像力には
限界があることを自覚して、他人とのコミュ
ニケーションを通して、どのような社会保障
の設計がどのような自身や他者の利益につな
がるのかの見方のレパートリーを広げていく
ことも重要です。
　最後に、自身の権利を守ることと他者への
寛容の精神のバランスを考えていくことが、
何よりも大切です。そして、このような時代
だからこそ、専門家任せ、政治任せにするの
ではなく、われわれ全員が提案を積み重ねて
いくことが大事になってきます。

社会保障を考える（最終回）

ACT理事 かど よく
角　　能島根県立大学 地域政策学部地域政策学科 地域公共コース准教授

引用文献
Jack Barbalet,Self-interest and theory of action. The British Journal of Sociology 2012,63(3),p412-429.

不確実性の時代の社会保障
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政策提案委員会
より

　今年度の生活クラブ運動グループ・インク
ルーシブ事業連合主催の子育て支援フォーラ
ムは、「命育」代表の宮原由紀さんをお迎えし
て、「命を育む性教育」と題して開催されまし
た。参加者は 70 名を超えました。
　宮原さんは、「子どもはどこで性を知る？」
「伝え方は？」「家庭での性教育のメリット
は？」「保護者の悩み」「性の会話」「学校での
性教育」「ケース・スタディ」等、それぞれのテー
マに年齢別の対応方法や言葉のかけ方なども
提案しながら話してくださいました。出来る
だけ早い時期から自分の身体は自分のものだ

としっかり教えていきたいし、助けてと言っ
ていいんだよ！のメッセージも常に届け続け
なくては、と感じました。
　後半は地域での活動紹介。世田谷の「親と
子で性について知る」、稲城の「助産師さんと
の性教育講座」、どちらも学びの場を自然に
作っていて、自分たちの地域でもと思わせて
くださいました。久しぶりにきちんと性教育
の話を聞けて良かったとの声もあり、充実し
た企画になったと思います。

江戸川たすけあいワーカーズもも
仁ノ平洋子

子育て支援フォーラムに参加して

めいいく



第25回総会のお知らせ
ACTインフォメーション

フラワーアレンジメントでおしゃべりカフェ
2月25日開催

住所、連絡先等変更されたときは
ACT事務局までお知らせください。お願い

ACTコミュニティ活動応援基金へのご寄付 …… 81件  1,445,000円
ACTへのご寄付 …………………………………… 24件  1,924,500円

編集後記
誰かのために何かを頑張ることは、自分を磨くこと
にもなるのだな、と当然のようでなかなかできない
ことをされている方にたくさん出会うことができま
した。私も、関わる人や地域を大切にしながら自分
を磨いていきたいな、と思います。　　　(しょ )

　たすけあいワーカーズつみき（足立区）は、気軽に集い、楽しめる場
としておしゃべりカフェを実施しています。コロナ禍も工夫をして、
毎回好評のフラワーアレンジメントを開催、友人を誘っての参加も増
えています。始めにACT30周年特集の機関紙を配布し、つみき20周
年も兼ね活動紹介をしました。
　今回はひな祭りをテーマにアレンジメントを教えていただき、春の
花と香りで会場も和気あいあいの雰囲気でした。次につみき20周年に
向けて等の感想を、一言メッセージカードに書いていただき模造紙に
掲示、それをバックに記念写真を撮りました。
　「楽しかった」「またやってほしい」「おしゃべりする時間も欲しい」
の声や、皆さんの笑顔を見て、これからも顔の見える関係を大切にし
ていこうと実感しました。

足立たすけあいワーカーズつみき 代表　小林 眞澄

日時：5月27日(土)
　　　公開講座　13：00～ 14：00
　　　総会　　　14：10～ 16：10
場所：武蔵野スイングホール　レインボーサロン
　　　(JR武蔵境駅より徒歩2分)

特定非営利活動法人アビリティクラブたすけあい
〒164-0012
東京都中野区本町2-51-10 OKビル4F
☎03-5302-0393　FAX　03-5302-0394
E-mail : tokyoact@maple.ocn.ne.jp　　https://npoact.org/

「Facebookで
「いいね！」してね」

ACT通信ではユニバーサルデザイン（UD）フォントを
主に使用しています。
「ユニバーサルデザイン（UD）フォント」は、より多くの人へ適
切に情報を伝えられるよう、ユニバーサルデザインの視点から
見やすさや読みやすさを配慮・確認し制作されたフォントです。

デザイン：ワーカーズ・コレクティブ  くんぺる　連絡先s2018kumpel@gmail.com
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会場はたくさんの花と笑顔で
いっぱいになりました！

つみきとACTの
活動をPR

※「おしゃべりカフェ」は4月より、「地域のつどい」に統合されました

皆様のご協力とご寄付に御礼申し上げます（3月末現在）
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